
 

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度 

生
産
活
動
の
実
施 

四
谷
集
落
協
定(

三
十
九
戸)
は
、
令
和
三

年
度
第
一
回
生
産
活
動
と
し
て
農
道
、
水

路
、
周
辺
の
林
地
の
草
刈
り
及
び
清
掃
を

行
っ
た
。
三
班
に
分
か
れ
、
無
住
地
の
荒

廃
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
水
路
や
斜
面

の
除
伐
・
草
刈
り
で
千
枚
田
が
見
違
え
る

よ
う
に
整
っ
た
。 

                    

      

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
視
察
対
応 

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う(

特
定
非
営

利
活
動
法
人
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会)

は
、
市
民
に
対
し
て
、
地
球
市
民
と

し
て
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
啓
発
活
動
お
よ
び
安
城
市
の

環
境
課
題
を
具
体
的
に
解
決
す
る
事
業

を
実
施
。
さ
ら
に
安
全
で
持
続
可
能
な
地

域
の
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
団
体
で
、
恵
ま
れ
た
環
境
を

保
持
し
て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」
に
は

過
去
数
回
訪
れ
、
環
境
保
全
研
修
・
観
察

会
等
を
実
施
、
ま
た
、「
四
谷
の
千
枚
田
」

の
環
境
活
動
を
テ
ー
マ
に
講
演
な
ど
も

依
頼
さ
れ
、
安
城
ま
で
出
向
い
た
り
し
て

心
地
よ
い
関
係
を
保
っ
て
い
る
。 

七
月
十
日
、
大
勢
の
会
員
が
千
枚
田
の

視
察
を
望
ん
だ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
「
密
」
を

避
け
る
た
め
、
安
城
市
の
方
針
で
九
名
の

み
の
参
加
と
な
っ
た
。 

 

ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
眼
下
に
見
下
ろ

す
展
望
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
、
十
王
堂
伝

説
に
は
、
集
落
の
文
化
継
承
に
興
味
津
々
。 

昔
、
こ
の
地
は
海
で
あ
っ
た
証
拠
に
第
二

東
名
を
降
り
て
大
海
、
有
海
、
海
老
と
海

に
因
ん
だ
地
名
が
あ
る
。
等
々
の
説
明
に

大
人
の
参
加
者
も
目
を
輝
か
し
て
い
た
。 

                 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集 

 

２
０
２
１
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル(

主
催 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
・
東
三
河
郵
便
局 

共
催 

新
城
市
、
新

城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、
東
愛
知
新
聞
社)

で
実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・

中
学
生
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
図

書
券
・
五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
。 

 
問
い
合
わ
せ
はN

P
O

法
人
国
内
産
米

の
粉
伝
統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
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東
三
河
管
内
郵
便
局
、
千
枚
田
掲
示
板
チ

ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ
が
あ
り
ま
す
。 

                 

開
催
に
あ
た
っ
て 

 

止
ま
る
気
配
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
世
の
中
の
す
べ
て
が
自

粛
、
自
粛
と
委
縮
ム
ー
ド
の
昨
今
、
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
明
る
い
話

題
と
し
て
小
・
中
学
生
を
対
象
に
四
谷
の

千
枚
田
を
テ
ー
マ
に
自
由
に
描
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
企
画
に
は
千
枚
田
の
余
剰

米(

古
米)

を
使
用
し
た
千
枚
田
五
平
餅
を

郵
便
局
の
宅
配
便
や
道
の
駅
な
ど
、
全
国

展
開
で
お
馴
染
み
の
「
八
雲
だ
ん
ご
」
鈴

木
社
長
さ
ん
の
四
谷
の
千
枚
田
保
存
継

承
へ
の
大
き
な
思
い
入
れ
か
ら
毎
年
、
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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間
断
か
ん
水 

千
枚
田
の
稲
作
は
大
変
だ
。 

 

巷
で
は
、
日
本
三
大
石
積
棚
田
と
か
急

傾
斜
地
な
ど
、
見
た
目
の
景
観
は
や
た
ら

と
褒
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
よ
た
く

れ
田
ん
ぼ
」
を
騙
し
た
り
、
だ
ま
さ
れ
た

り
、
耕
す
百
姓
は
、
た
ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ

あ
な
い
。 

 

ま
ず
、
朝
な
夕
な
に
水
管
理
、
放
つ
て

お
く
と
サ
ワ
ガ
ニ
や
モ
グ
ラ
で
田
ん
ぼ

が
干
乾
び
ち
ゃ
う
。
幼
穂
形
成
期
ま
で
に

中
干
し
を
完
了
し
た
い
も
の
の
、
一
旦
干

し
て
し
ま
う
と
ひ
び
割
れ
で
水
が
浸
か

な
く
、
後
が
大
変
だ
。 

 

そ
こ
で
、
一
考
を
講
じ
て
み
た
。 

 

あ
ま
り
、
殺
虫
剤
は
使
い
た
く
な
く
、

害
虫(

ウ
ン
カ
や
カ
メ
ム
シ)

は
カ
エ
ル
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
が
カ
エ
ル
に
な
る
の
を
待
っ
て
「
間
断

か
ん
水
」
を
試
み
た
。 

時
期
の
把
握
は
、
日
常
の
水
見
の
際
、

畦
畔
を
歩
く
目
の
前
に
無
数
の
カ
エ
ル

が
飛
び
交
う
時
を
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
た
。 

 

こ
の
方
法
は
、
入
水
か
ら
再
び
入
水
ま

で
の
期
間
を
長
く
す
る
水
管
理
方
法
で
、

稲
の
生
育
中
期
以
降(

中
干
し
時
期)

に
行

う
。
具
体
的
に
は
入
水
し
て
三
～
四
日
放

置
、
水
が
減
っ
て
田
ん
ぼ
の
高
い
と
こ
ろ

に
軽
く
ヒ
ビ
が
入
り
始
め
た
頃
に
再
び

入
水
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
、
毎
日
入
水
す

る
よ
り
は
手
間
が
か
か
ら
ず
、
な
お
か
つ

稲
に
は
水
と
酸
素
が
供
給
さ
れ
、
作
土
の

ガ
ス
抜
き
に
も
な
る
。
常
時
灌
水
よ
り
も

根
張
り
が
良
く
な
り
丈
夫
な
稲
が
育
つ
。

こ
の
時
期
に
珪
酸
加
里
な
ど
追
肥(

実
肥)

を
施
せ
ば
倒
伏
も
軽
減
、「
し
い
な
」、「
く

ず
米
」
も
少
な
く
な
る
。 

 

間
断
か
ん
水
終
了
後
は
深
水
に
す
る
。 

一
口
メ
モ 

 

玄
米
の
等
級
を
決
め
る
検
査
規
格
は

厳
し
く
、
斑
点
米(

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
吸
汁

の
跡
が
残
っ
た
も
の)

が
一
千
粒
の
中
に

二
粒
以
上
混
ざ
っ
た
だ
け
で
一
等
米
と

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
登
熟
初
期
に
吸

汁
さ
れ
る
と
斑
点
米
と
は
な
ら
ず
、
し
い

な
や
ク
ズ
米
と
な
っ
て
し
ま
う
。 

地
域
の
花 

鳳
来
寺
百
合(

山
ユ
リ) 

こ
の
地
域
に
は
昔
か
ら
鳳
来
寺
百
合
が

咲
い
て
い
た
。
こ
の
ユ
リ
も
平
成
十
二
年

頃
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
頻
繁
に
出
没
。
球
根

が
あ
ま
り
に
も
旨
い
た
め
か
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
ま
で
も
掘
り
尽
く
さ
れ
、
地
域
の
花

と
し
て
親
し
め
ら
れ
て
い
た
ホ
ウ
ラ
イ

ジ
ユ
リ
の
花
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

         

花
が
咲
か
な
く
な
っ
て
か
ら
二
十
年

余
り
、
今
年
は
や
た
ら
と
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ

リ
の
蕾
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て

イ
ノ
シ
シ
が
極
端
に
減
少
し
た
こ
と
が

一
因
と
思
わ
れ
る
。
で
も
六
月
三
十
日
、

い
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の

足
跡
が
蕾
の
付
い
た
ユ
リ
の
側
で
、
や
っ

と
か
め
に
確
認
さ
れ
た
。
イ
ノ
シ
シ
は
毎

年
、
花
が
咲
い
た
頃
に
一
度
偵
察
に
来
て
、

花
が
散
り
、
球
根
に
栄
養
が
蓄
積
さ
れ
た

時
期
を
狙
っ
て
掘
に
来
る
。
イ
ノ
シ
シ
が

減
っ
た
減
っ
た
と
言
っ
て
も
、
こ
の
足
跡

が
あ
る
こ
と
か
ら
ユ
リ
の
球
根
を
狙
っ

た
イ
ノ
シ
シ
が
田
ん
ぼ
で
ヌ
タ
を
打
た

な
い
と
は
限
ら
な
い
、
困
っ
た
こ
と
だ
。 

念
仏
踊
り  

 

身
平
橋
組
・
西
組
共
進
連
で
伝
承
さ
れ

る
念
仏
踊
り
は
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
中

で
も
村
人
は
、
こ
っ
そ
り
と
戦
死
者
の
供

養
を
と
念
仏
・
は
ね
込
み
を
行
っ
て
き
た
。

ど
ん
な
時
で
も
、
脈
々
と
継
続
、
継
承
さ

れ
て
き
た
歴
史
的
な
伝
承
文
化
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
伝
統
あ
る
念
仏
踊
り
も
終
息

の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
は
、
や
む

な
く
中
止
と
な
っ
た
。
ま
こ
と
に 

残
念 
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令
和
三
年
七
月
十
五
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